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f重信川の自然をはぐくむ会」

、、?ニミミ今 一くらしの学習会が参加するかどうかをめぐって

6月 4目、突然私のメールアドレスに、国土交通省松山河川国道事務所の弘田さん

からメールが届きました。内容は昨年度愛媛大学を中心に NPO等多くの団体の参加で

立ち上げた「重信111の自然をはぐくむ会Jに今年度くらしの学習会にも参加してもら

い今後の重信JIlのよりよい自然の方向性についての提案をしてほしいというものでし

た。またそれにつき、今までのこの会の取り組み等につき出向いて説明したいので、

都合を知らせてほしいという乙とで、急運会員に連絡を取り、 6月 9日(月)会をも

つことになりました。

今年2月にくらしの学習会は、重信町にある砂防出張所を見学しましたが、その時、

この弘田さんから重信JIIのよりよい自然環境を再生する取り組みなどもうかがい、こ

の会のことも、少しは耳にしていましたが、私たちも重信川との関わり、例えば三か

村泉の絵はがきを作って販売したことなど私たちの会の活動の一端をお話ししたこと

が縁でこのようなことの運びになったもののようでした。

6月 9日当日は会員が集まる前に早々と、副所長の前中さんと弘田さんがいらっし

ゃいました。詳細な資料による説明、夢のある将来構想、をうかがっているうちに、お

二人の情熱がこちらにも伝わってきて、何か、私たちにできることはないかと前向き

に考えるようになりました。ただ、私たちの会は、環境専門でも、重信川専門でもな

い何でもありの会ですから、どれだけ有効な提案ができるのか、常にメンバーとして

誰が関われるのか、等、考えることも多く、この日は、結論を保留にして、 14日の例

会で決定することとし、散会しました。

6月 14日(土)2時から例会を行いました。最大の懸案である、「重信川の自然をは

ぐくむ会Jに、くらしの学習会は、メンバーとして名を連ねることにするのかどうか、

みんなで話し合いました。もし参加するとして、一番の問題は、入れ替わり立ち代わ

り違う人が会に参加するのでは私たちの会としての一体性は保てないし、参加する人

によって違う意見を言うのではこの会に対して失礼なので、専属担当者を置くべきで

あること、誰かそれを引き受けてくれる人がいるのかということ。もしこれがクリヤ

ーできれば、私たちのこの会への参加は可能になるし、そうなれば色々な情報も入る

し、こちら側からの発信もできるいいチャンスになる。話し合いの末、重信}II・泉を

含む自然環境問題に一番情熱を持っている菊地さんがこの専属担当者を引き受けてく

れることになり、くらしの学習会の「重信川の自然をはぐくむ会jへの参加が決まり

ました。今後は、年数回開催されるこの会への参加を通じて、私たちも重信川の自然



環境の再生に関わりを持つことになるでしょう o 経過報告は、会報を通じて行ってい

きたいと患います。
(T' H) 
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4月定例会久万方面へ

4月19日(土)南を心配しつつ、久万方面へ少し遅ればせの f法蓮寺砲し

だれ接Jを目的に出かけました。花の見ごろは遍ぎていましたが、樹齢180

年の鑑が、優雅な姿で私たちを迎えてくれました。見頃だと境内いっぱい広

げた技に小さな濃いピンクの花をつ砂て、それは見事でしょう。寿命が80年

，..， 100年といわれる桜だそうで、近年は花付きが悪〈老化が目立ってきてい

るそうです。今後どうなるのか心配ですが、新聞に、農林業技衝センターで

このほど増殖に慮功し、この接の後継曹が量生。とありました。 5年後には

聾子がー績に花を咲かせ、皆の目を楽しませてくれることでしょう。

法蓮寺を後1こf道の駅みかわjへ。道の駆といえば、地壊の産物がいっぱ

い並べられ活気あふれる所と期待していた所は、撞設は立策なのですが、高

内は薄暗く人もまばらで、気持ちは一気にしぼんでしまい、そそくさと美JII

を後1こしました。

久万方面へ帰りながら、以前、会員の人から久万美衛館ではない美衛館が

あるとの話を思い出し、久万高原駅で聞いてみることに。久万カントリーク

ラブの中Iこr久万青銅之目8Jという美膏館があることを教えてもらい、早
速、松山方面へ震ることに。

久万カントリークラブの中へ車を進め着いた既には、あまりにステキな宝

闘が広がっていたのです。門を入りガラス彊りの建鞠の中へ。鞠静かな女性

Iこ適えられ展示室へ。何気なく、ロダン・J"ノアール・ドガの彫刻や、日本
を代表する作家・新進気鏡@若手彫刻家の作品が並べられています。ガラス

彊りの向こうに広がる量色も棄構らしい砲です。この頃に抵南が遁しくなヲ

ていましたが、その南青までが心地好くとても費沢な時闘がゆっくりと溝れ

(私たち3入だ貯の空間だった砲で)偶擦に出会えたこの惑勤を是非多くの

人に味わってもらいたいと思いました。お茶を頂審、豊かな気分で美衛館を

後にしました。(翌週、家襲で訪れ、晴れた宝聞にも触れてきました。今度

は紅葉の頃Iこ・・・)

砥部まで戻り遅めの昼食を取り、近くの f赤援泉jへ。 r三.，.村泉jのき
れいな水と比べると濁っていました。お口直しに『三ヶ村農jへo やはり私

たちのこだわりの泉低裏切りませんでした。しばらく静震を味わい、途中、

町往場の庭に植えた「ひょんの木jの様子を見て撮ろうと寄り道。枝援りが

よく、しっかりと極付いていて安心しつつ、掃路につきました。 A/M
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5月E註輔金 イサム・ノグチ鑑豊富葉書籍館へ A. 醐

5丹17盟 {土〉重量m聾*盟書事牟礼費nζある、イサム・ノグチ重重量覇襲輔童書
へ出IJ¥I'才ました。ここは、事輯巷しt.i:いと蓄量草壁で患者い訴で患い付言筆記くか

った的です軒、ぉt堂轟E聾してくれた窃2さん冊おかぜで重量醸都世すいました。ご

離~主主的メンパーと共iこ 4 名で高謹を重量り、 2時罪事主幹事事で牟乳酸Fへ。

ここi乱罪事諸事的麓量躍で、石時運露車尊重量イサム@ノグチ意q善朗年かも空母年金

型アトザエと住語審構え作品輯搾iこ臨んだ韓請でした。今だ韓(f.J轟量豊い郡豊襲

c 正当れるこの嘩新華、石覇童書喜善著書室としてイサム。ノグチ百本露君臨が重量的轟轟
を実現し、まもt.i:く5縄年華道車え、そ的瞬間j醐入金皆殺)5長来的基輔輩。軍事

費量~ ..望書輔君量静護軍部重量れてい轟そうです。

費伸幸語専ませ、豊富内的人とー舗にまずイサム翠へ。立戸時代的覇基軍事選襲撃量唱を

著書豊富したもので、範的作品書官離かれ、事量轟正時議事か哲鮮やE空し語審醸し出して

いて、霊童憲章都品とても聾訳者霊輔でした。(よく毘られ基軸重量的竹と鞄離

で出来た醜輔量豊異i広範書官軍豊富襲デザインしたもQ)で、オリジナル作品賠磨重車

広島轟襲費時時二主麗(f.Jみで倖ら批てい轟〕

つづいて罷輔韓関へ。こんもりとした串山部轟皆、事基っ韮喜富fζ麗量轟盛重量む

こ(JJ噂E野をとても舞iこいっていたそうです。作品(JJ石舞舎に轟騒が世 Fお月

見』をき襲しんだ自と、エピソード師事いこ的醸童書記館、シ-!Jレットポイン

ト書官購Eきれています。

高豊重サ-!JJIf開 iこ母、作晶子主習の議室異耕霊置かれたft:~量購 e 代議韓宮エナジ

ーヴォイドJr轟主査中0):;1駐車量』等書官鞍められてい轟轟恭麓{こ部麓措学専韓轟
0)麓量産吾、畠来上郡った作品襲撃iこかぶせ轟轍iζ組み立てられたそうです。土

聾も韓曲師艶脅いで、構々まで轍的こだわりが醸じられます)重量鼻聾暴的中

には、韓が描いたで轟ろうライン軒毘て重量粍晶玉長語講師ff:晶都議事った皆、こ

れから費量哲輯かるつもむでいた石がたくさん重量かれています。 150点議り

の襲撃調作品館中で、購諸事的体晶拡 3謀長:Ijだそうです書昔、こ部地をこよ君主

く費した寵しがここに I蓮華く要撃されています。大謹t.r事を作品 iこ仕上ff轟~

襲iま韓力事車種中力も盤鉢紅1ヒパワーが品軍事でしょう。器時麓をすぎても護費量

鮪に昨晶体自記擁んだイサム e ノグチ(fJパワーにa鱒語科、轍(JJ宇醸韓iこ触
れ轟ことがで語、雷霊童i己主主らt.tい購聾量豊辱えても品いました。

作品について、あれこれ蓄え轟知識は請書留ませんが、本鞠に触れ品事によ

って襲撃巴轟ことが棋にとってや師事堂聾まさと患っていますo H (さんこ都日韓寵

3語Ok愚説上霊童転轟離れ轍でした。岳重量齢者一田豊島担金fとうございました。

今



輔瞳醸轟轟覇醒輯~lil醐語翻贋輯輯醸輔騨

豊富開館日/開館時間
.1213・1月・2月・3月十一一午前10時~午後4時まで
.4月 ~11月一 一一一←ー午前10時~午後51!寺まで
@月曜日・火議日定休(祝祭尽に当る日は開館)

⑮若手来年始は休館

重量入館料
@一般一一一一一 500円 i 

iいずれともお茶券付
費量高大生→一一-300伺 i i<紅茶、特製クソキー添〉
命小中生 一一一 200門 1 

一一一一一一一一一一一一一一一-1麹交通
I~皇制 10くパス>:JR松山釈始務久万\真喜出j
I "'Y，¥三坂峠 i行曹のパスがご利用になれまれ
i ¥ l約51}分。f中絹j下車、徒歩5分。

.久万カントリークラブ i __v.-__，._ _ _ _ I (久万カントリークラブ内)
1.く自家濁率>:松山市内から国滋33

1 東輪島神 |号線で三三議線経由、約40分

襲富久万脅錦之廻廊i騒軍事 常時10台駐車可能
久万里IJ¥場久万公蘭

叩

ι ". ¥ 一一
I 

，，-~~~よL欝4各5万糞綴館 石濁

I 太宝寺 警護i 一一
，¥〒7由1-1204

ト室内子一 一持品問ι 芸高知|愛媛県上浮穴郡久万lIlT東明神乙343-1
同州問一 一噛鞠鞠同1(久万カントリクラブ内)
し一一一一一一一一一一一一一一一J τel'Fax(.む脱出-2221

朝間薬開

縄館日::ル本・:t灘思〆 r箆学鴎栂;午前10筒、午後1鴎‘ 3鰐(1日3倒}

入館方法:予約線H往復議書lとて日時指定でおE慢し込み下さいれ}
休館日;舟雀水e禽・臼銀自

{襲期8月12日-11日/冬期12月28巴-1跨7日・:ε怒慶により疲盗事事り}

入館料:一般・大学金 2000内/高校生 1000円ノ中学生以下無料

公開線設:アトリエ{石蜜ttークル内).駿策滋イザム議室燭辺影刻重量翻

望高松 ‘毘司臨穆擁 霊徳島

イザムヅダチ鍵餓糞編態

抑制・0121番JlI覇興本滋総牟干し盟理握手札3519Tel:08NI70-'鈎(}Fsx:081・串45心50品

交議織総:宮クシ中藤総書室港より《鈎4畠分l.JFI渇総貌より{約25分)パス軍事松懇藩より

f連絡鵠愈パス重量総行Jで閣総務灘{約30却下獄繰り鍛え縄治行管f祈り型車i側部分}下種

縫告審5分一 調車Z覇軍高松簸濃より「護軍官J録。費量九窓駿袴i:![;¥重量J(約3自分}下型臨縫!l'20分
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『イサム・ノグチ庭園美術館』を訪ねて

高松市牟礼町にある. wイサム・ノグチ庭園美術館』へ 5月 17日(土)

くらしの学習会会員4名で出かけました。

若葉&青葉を眺めながら，各々の思いを大声でおしゃべりする 4人を乗せて

のドライブは，とても車内だとは思えない穫に活気に満ちたものでした。

地図上では少し遠隔の地に感じていた目的地でしたが.)/1内インターから 2時

間余りで到着しました。

入館予約を取った往復葉書で受付をすませ，待合で待つこと約 20分。

待合には，イサム・ノグチ氏(以下「氏」という。)がデザインしたコーヒー

カップやスプーン，和紙を使った卓上スタンドが展示販売されています。

また，氏の作品の写真集も数点販売されています。

多分，倉庫に少し手を入れたのだろうと恩われる待合には，ヒンヤリとした

空気が漂っています。その雰囲気は，我らおしゃべり好き女性蹄をも，口数少

なにさせるものでした。ここは，前もって氏の作品と静かに向き合う小スペー

スなのです。

予約時間になり，案内の女性に従って待合から徒歩1分，氏の住居跡「イサ

ム家」に行きました。イサム家は玄関と窓が開け放たれていて，屋外からの見

学です。そこは，元，丸亀の豪商の屋敷を移し，屋内空間を大切に残しながら

改築されたものです。イサム家の居間には床暖房設備がしであるそうで，集ま

った人達が車座で語り合う場所として座り易い様に造られていました。居間の

中央には，氏の作品「空間のうねり j が，テープ、ノレの様に置かれています。

私には，その作品は，語り合う芸術家達を癒していた存在のように見えました。

イサム家の左横には r小高い丘j があります。

そこは，氏が大好きだった風景を眺める場所です。

丘の頂上には，“ここで眠ってもいいですか…?"と言われていたという，氏

の魂が込められた大きな楕円形の作品が安置されています。氏は，この地が，

未来の芸術家や研究者，そして広く芸術愛好家のためのインスピレーションの

源泉になることを強く望んでいました。この正の上から，氏は，美術館を訪れ

るそれらの人々にエールを送り続けているのかもしれません。
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丘を下り，イサム家と向き合う様に造られている「彫刻庭園Jは，氏が，こ

の地を公開すると決心した時に作品配置をされたということです。

風雨に晒したくない作品群のために氏は，解体した酒蔵を宇和島から運び入れ，

作品群の上から再び組み立てたそうです。

それほどまでに氏が思いを込めた作品の中に， wエナジー・ヴォイド』とい
うタイトノレがついた巨大な作品がありました。“エネノレギー空間"と直訳でき

るその作品は，黒色花闘岩で作られていて，その大きさ，その形状，その色と

光で，見る者を圧倒します。

ここにある 150点余の作品のほとんどは r無題Jのものでした。

氏は，作品を公開するに当たって，見る人が先入観なしに，自分の感じたまま

を作品遠から受け取ってほしいと望んだのです。

氏の作品達には，私が持っていた“石"の概念とはかけ離れた“石"の不思議

な魅力がありました。そして，作品として造形されることによって“石"が放

っ光や，削り取った部分から現われる色の妙味が，自然の持つ奥深さを示して

いるようでした。

イサム・ノグチ庭園美術館は，予約制で，週 3日・ 1日3回のみの開館です

が，年間一万人もの人が見学に訪れるそうです。

全体が，一つの f環境作品」と言われるこの美術館・・!

皆さんも，是非足を運んでみて下さい。

7 
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広L可畠齢を慨除ω鵠険協B本で宅損指針錨草や、
乾磁を使対、fあb勺Jのデザイン怠どを行う
丹下健三.積債m-島、動使河原理t..~Ct;
鑓aw人.151*友鶴1，lど当局。館街芸術'liI!
ÅIと交混，アメリカ局内~の各地で.彫刻.
モニ':1)(ント.11機敏針を鏡l:tた， 1制路.
ヱヨーヨークiこイザムノタテ・t.l-デン・
ミユージアムを開8，主1，l作111こ‘広島の
事組大編(1952).パリのユネスコ耳障Sの11

イザ&・ノタテ(拘置mu陶'副首} 置付蜘}・穴断蜘嚇(1970)・デトロ
“制ロ17ン也むスー憎Sニューヨーク} イトorフィ'j;/j.ハート・フラザj仰 791.
英文学者晴人の野口米紬と‘締レ才棚晴桔錦町一様通J(1釘7).:玖タ・

ニーギルモアとの田町と盤en‘少隼崎健包 メザの修lVBIrかJフ3'1(，二?・シナリ;;tj
*で宵コs遣米して彫刻家老志し.アジア. (1982).フィラデルフィア「ベンジャミン・

ヨーロッパを篠して学んだ・/'(1)で彫刻家フ フランクリン@ためのモニユメント(1鈎4)‘

ランクーシの助手をつとめるaニヨーヨーク ヴZネチア・ビエンナーレの滑り台付録制S}.

1;:震をJ!め.肖像彫刻・鱒台嚢衡をへて趨 碕総宮港fタイム・冗It-=・スベースJ(1鎗9).
埠彫刻やランドスクープ・デザインiこまで偏札幌モヱレ沼公軍{海行Iþ)~ど a

薮ができたら，鳥が来た!

最近，自宅{集合住宅の1階)の前に野鳥がやってくるようになりました。理由は
簡単です.私がドングりやピワの穫をまいたり，野鳥たちがクスノキやエノキの種を
まいたり(フンに混ぜて落としていってくれたものです)したものが芽を出して，数
年間で蔽ができたためです.それまでは，前に住んでいた方が畑としてサツマイモを
植えたり，画芸纏の花を植えたりしていたようですから 1年中ずっと草がはえてい
たわけではありませんでした.
それに，毎月の草とりのスタイルが変わったことも関係しているかもしれません。
集合住宅の同じ階段を利用している家庭の皆で，ちょうど我が家の前にある浄化槽周
辺の草とりをしているのですが，ある方が引っ越してきてから，すべての草を根から
抜いてしまうのではなく，背の低い草を残し，背の高いの地上部だけを刈り取るか，
抜くかするという方法になったのです。つまり，擦の土地から，低い草で覆われた土
地になったわけです。
この2つの変化で，野鳥にとっては，食料である草の実や小さな虫がいて，いざと
いうときにさっと罷れる場所のある環境ができあがったことになります.そこで，ま
ずはスズメがたくさん来るようになりました.明け方には特ににぎやかです.部屋の
中にいれば野鳥は逃げませんから，声も姿もすぐ近くで楽しめます.どんなおしゃべ
りをしているのか，じっと観窮してみるのですが，やはりよくわかりません。聞き茸
ずきんがあったら楽しめるのでしょうね。
一番うれしかった訪問者はコジュケイです。大きな声で rチヨットコイ! チヨッ
トコイ!Jと鳴く，ウズラより大きくて，普通のニワトリよりも小さなキジ科の鳥で
す。自宅前の薮でも，それはそれは大きな声で rチヨットコイ!，チヨットコイ!J 
と鳴いていました。
以前，公園整備について，公園に鳥を呼びたいのなら薮をつくらなきゃダメと野鳥
に群しい方に伺いました.その方は，公園で野鳥に会いたいと思っている人が，震は
虫がくるからイヤと奮うのだから闘ったものだともおっしゃっていました。人と自然
との関係をうまく保つことは難しいものですが，なんとか鯛和のとれた暮らし方を実
現したいものです。 (T.S) 
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ごみ集積場の当番をして

5月第 4臼曜日の午前9時から 11時までごみ集積場の当番だ、った0

5人1組で 1年に 1回程度掘ってくる。ベットボトノレ、プラスチック類、

その他燃やさないごみ、粗大ごみを出す日だ、った。

半数以上の人が車で運んで来るなか、乳母車に績み持って来るお年寄

り、親子連れや男性の姿も多いu 決められた場所にそれぞれに分けて積

み上げてし1くQ プラスチック類の何と多いことか。きちんと分別の出来

ているベットボトル、プラスチック類の資源ごみを見ると、これはまた

何らかの形で役に立っと患い嬉しくなる。大方は正しく分別されている

ように思えたが、当番をしている私自身もなかなか確信が持てず、何度

も「家庭ごみの分別と正しい出し方 ~平成14年7月版"-'Jで確認する O

リ、のふり(出し方)見て我がふり直せド・ eで、勉強にもなった。

翌日、環境課に感想、を話し疑問点を質しお願いもしてみた。

女衣類l士、燃やすごみに出せるのは、下着・ワイシャツ程度まで、それ

以外はその他燃やさないごみへ。

安ベットボトルは、液体の入った PET1のみ(ふたを外していないもの

がぽつぽつ見られた)

安うどんなどの入っているアルミ容器は、燃やすごみに(その他燃やさ

ないごみにしている人が多く見られた)

決プラスチック類のボトル類でふたを外していないものが見られた。

バケツなど硬いプラスチックは、容器包装リサイクノレ法の対象外なの

で、その飽燃やさないごみへ。

φ住民は当番になれば A人住まいのお年寄りでさえも皆真面目にポラン

ティアで役目を果している。新しい分別方法も 1年近くになり定着し

つつあるが、時には町の担当者が集積場まで出向き、指導したり、意

見を開いたりコミュニケーションを計ってほしいと要望をした。

? 



⑤真面目に時間をかけて分別した後は、 どこで、 どんなにリサイクルさ

れているのか知りたいという声も出ているが、見学会を町が主催して

みては?[益出室墨(プラスチック圧縮プラント。資源、ごみ選別設備・

産業廃棄物焼却処理擁設) 帝松サーピス (ペットボトノレリサイクル

プラント) 出杢塁生直(リサイクノレフ。ラスチック製品製造)主監盟

発(廃棄物処理施設) 主主乙旦(紙のりサイクノレ)一旦杢遡笠など}

電話の応対をしてくれた環境課の担当者i士、子若松サーピスはまだみて

いないそうだし禽@

大切な地球資源を住い過ぎ、便利さ(文化的な生活)を追求した結果、

生態系を破壊してしまい、今度はそれをとり戻すために膨大なお金と、

膨大な時間と膨大な労力を要することになった。

目、地球環境セミナー~美しい地球を子どもたちに~の講演会を間

いた。講師はネットワーク『地球村』代表の高木善之さん (6歳まで横

河原に住んでいた)

身近な問題としてご、み問題、 ダイオキシン汚染、環境ホノレモンの話を

され、 日本は世界で最もごみ焼却炉が多いこと、;境去n場の排気ガスの規

制が甘いという現実、先進国は「安全が立証されていなし功ミら規制する」

日本は『危険が立証されなし、から規制しなしせという違いがあると指摘

された。

今、私たちにできることは、 まず事実を知り、 できることから始め、

人に伝え、意思表示すること。 そして、 グリーンコンシューマ (環境に

配層:した生活をしている人〉になろうと熱く語られた。

高木さんの松山講演は20屈になり、 300名定員の会場は超満員、聴衆

は中学生から年配まで男性の参加が多く、いま老若男女誰もが環境に強

い関心を抱いていることも実感した。

(S' K) 
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後銭 火曜日2003主主〈平成 15まま)6月 10日
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1で無闇り農姿装内
|、難公訪山を能に
i地な募ね漁見のイ云
i名合な歩村つ中わ

口5

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
i
!
地

名
と
は
本
来
そ
う
い
う
も
の

だ
と
私
は
患
い
ま
す
c

次
々
に
決
ま
っ
て
き
た
新

し
い
自
治
俸
名
を
見
て
い
る

に
込
め
ら
れ
て
き
た
風
土
や

歴
史
を
埋
没
さ
せ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
そ
の
地
に
生
活

基
盤
を
持
つ
者
が
知
意
を
絞

り
見
識
を
一
ボ
す
時
だ
」
と
訴

え
る
。

。

聞
け
ば
風
土
が
、
ゅ
ん
わ
り

と
、
現
代
が
な
ん
ぼ
近
代
化

さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
あ
ま

り
に
あ
っ
け
ら
か
ん
と
し
過

ぎ
て
い
る
。
そ
の
土
地
に
蓄

積
さ
れ
て
き
た
も
の
が
無
視

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
の

調
子
で
地
名
の
改
変
が
進
む

と
、
次
の
世
代
に
語
り
継
ぐ

意
味
も
荷
も
な
く
な
る
恐
れ

が
多
分
に
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
平
仮
名
義
記
は
読

み
や
す
い
が
、
音
だ
け
な
の

で
一
見
し
て
も
土
地
の
由
来

や
様
子
は
分
か
り
に
く
い
。

4

と
新
し
い
自
治
体
名
に
将
来

へ
の
夢
を
措
く
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
名
前
に
夢
を
託

す
気
持
ち
は
分
か
る
し
、
い

い
こ
と
だ
と
思
う
。
で
も
、

既
に
決
ま
っ
た
新
名
称
を
見

る
と
、
地
域
の
鹿
史
や
風
土

)
ま
で
無
視
し
な
く
て

li泉

も
、
ほ
か
に
考
え
よ
う
が
あ

っ
た
の
で
は
と
感
じ
ま
す
。

か
つ
て
集
落
の
端
っ
こ
、

集
落
と
集
講
の
境
界
に
は
常

夜
灯
が
あ
っ
て
、
毎
晩
灯
明

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
祭
り

弓五
の
自
に
は
両
方
の
集
落
が
み

こ
し
を
出
し
、
そ
こ
が
中
心

に
な
っ
て
集
落
同
士
が
合
体

し
ま
し
た
。
境
界
が
集
落
連

合
体
を
形
成
す
る
場
に
な
っ

た
わ
け
で
す
。

そ
の
考
え
で
一
例
を
挙
げ

れ
ば
、
童
信
川
は
重
信
町
と
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川
内
町
の
境
界
で
あ
っ
て
二
す
る
川
の
名
は
最
初
か
ら
選

町
を
ひ
つ
つ
け
て
も
い
る
。
択
肢
か
ら
外
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
合
併
新
市
名
に
は
現
合
併
後
の
新
自
治
体
名
を

行
の
ニ
町
名
を
使
わ
な
い
方
伺
で
も
っ
て
象
徴
す
る
か
。

針
な
の
で
、
松
山
藩
の
重
臣
い
ま
住
む
一
地
域
に
愛
着
が
あ

・
定
立
重
骨
の
治
水
工
事
に
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
合
意
形
成

由
来
し
、
道
後
平
野
手
)
貫
流
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
で
も
、

人
Y

訓
MVJ
の

J?fAY拾
ト

十

戸

近
視
眼
的
で
な
い
知
恵
、
広

域
的
な
視
点
、
歴
史
の
自
を

持
っ
て
ほ
し
い
。

選
定
方
法
で
す
が
、
全
国

公
募
な
ど
し
な
く
て
い
い
と

思
う
。
合
併
協
だ
け
で
は
決

め
か
ね
る
だ
ろ
う
か
ら
、
荊

ら
か
の
意
見
募
集
は
必
要
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
観
光
地

化
が
自
的
で
は
な
い
の
だ
か

ら
、
よ
そ
の
人
に
頼
ら
ず
、

自
卦
た
ち
の
地
の
こ
と
は
自

分
た
ち
で
知
恵
を
絞
っ
て
考

え
る
べ
き
で
す
。
そ
の
際
、

郷
土
史
や
地
理
な
ど
地
名
に

詳
し
い
識
者
の
意
見
を
参
考

に
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

地
名
の
消
滅
は
そ
の
地
域

の
歴
史
の
埋
没
を
意
味
し
、

広
く
文
化
を
考
え
る
上
で
マ

イ
ナ
ス
で
す
。
合
併
で
消
え

る
地
名
、
字
名
を
ど
こ
か
で

践
す
対
策
も
必
要
で
す
。
一

(談
)

H

H

お
わ
り
一

例会のご葉丹

自民寺 :7耳昨日(土)
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3ご00
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